
      

                       

             

 

 

発表会、おもちつき、クリスマスなどワクワク・ドキドキがめじろおしの１２月！ 

年に１回だけの特別な日の特別な経験を重ねることで、豊かな心が育っていくことを願います。 

さらに１２月は２学期締めくくりの月。 

身だしなみ・食事の姿勢・ハンカチをたたんでポケットへ（年長・年中組）など、生活習慣を見直し

ながら、きちんと身に付くよう援助していきたいと考えています。 

また、寒さに負けてしまわないよう、鬼ごっこや大縄跳びなどの集団遊びを取り入れつつ、体調管

理にも気を付けながら、元気いっぱい楽しさいっぱい！そんな日々を送りたいと思っています。 

                                     園長 竹田紀子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

                     

 

    

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●休園日● 
                 １２／４(月) 

＊発表会の代休＊ 

●１２月のみどりきっずの利用不可日● 
ありません 

※１２／２２（金）＝事前予約制・就労証明書を提出されている方のみの事前予約制 

 （該当される方には詳細手紙を配布予定） 

●防寒着・防寒具の約束事項● 
       登・降園時はジャンパーなどの防寒着やマフラー・手袋など、 

お子様の体調や気温に合わせ、着用しましょう。 

尚、思わぬ事故・ケガや紛失を防ぐ為、約束事項をお守り下さい。 

 

＜着用不可の洋服＞ （「園生活のしおり」p.２３ 参照） 

① フードのついたトレーナーや長袖Tシャツ 

② ポンチョ        ③ 裾にひもの付いた長ズボン 

＜ジャンパーを着用する場合＞ 

制服の上から着ても、前面についているファスナーやボタンなどが 

きちんと閉められる、余裕のあるサイズのものを！ 

＊同じような物がありますので、取り違え防止のため必ず記名を！ 

＊ボタンやファスナーの開閉は、一人で出来るよう練習を！ 

＜手袋について＞ 

紛失防止の為、記名必須および２つを１つにまとめられるよう 

練習をしておきましょう。 

(2つをひもでつなげても可) 

×

●午前保育日● 
            １２／２２(金) ＝個人懇談実施のため 

 



 

 

                              
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

                        

                                   

             

 

 

 

 

 

 

 

●転居などに伴う変更届についてのお願い● 

転勤・転居に伴う送迎コ－スの変更がある、またその可能性がある場合は、 

決まり次第、担任までお知らせ下さい。 

今月から令和６年度のクラス替え・バスルートの編成を始めますので、 

ご協力をお願いします。 

バス乗降場所は、ご希望にそえない場合もありますことをご了承下さい。 

●クリスマス会● 
その昔、貧しい人々に贈り物をした聖ニコラスが由来といわれる 

『サンタクロース』。子ども達の大好きな人物です 

12／２０（水）は、みどり幼稚園のクリスマス会。 

今年も、サンタさんと一緒にクリスマス会を楽しむ予定です！ 

サンタさんとのゲームや握手会、もちろんプレゼントの紹介も。 

楽しいクリスマスの体験が、『人を思いやる優しい心』の種と 

なることを願ってやみません。 

●ぺったん！ぺったん！おもちつき！● 
１４日(木)はお餅つきを予定しています。 

足を使って餅米をつく「だいがら」で、お餅状態にしたあと 

子ども達が杵で「よいしょ！よいしょ！」と、ついていきます。 

食べるお餅ではなく、今年は「鏡餅」。 

橙なども製作し、飾ってかわいいお餅作りに挑戦します！ 

         （持参物などの詳細は、後日キッズリーにて配信） 

●集団であそぶとココが育つ！● 
① 協調性 

      集団遊びで欠かせないのはルール。 

 自分の考えだけでなく、ルールを守るからこそ楽しい！ということが 

分かっているからこそ、そのルールに従って『自分の感情をコントロール』 

出来るようになり、集団生活で欠かせない「協調性」が育っていきます。 

 

② コミュニケーション能力 

      勝って一緒に喜ぶ、負けた悔しい気持ちに寄りそって声を掛ける、 

など相手の立場に立った関わりが深められ、仲間意識を持つことが出来ます。 

勝つための作戦会議や「こうしてみよう」と考えて意見を出し合うなかで 

コミュニケーションがとれるのも集団遊びならでは。 

 

③ ケンカやトラブルから学ぶ力 

      大人数で遊ぶと思いの違いから意見がぶつかることも。 

自分の意見を通すだけではなく、相手の違う考えに気付き、 

『我慢する』『譲る』ことをケンカやトラブルから学んでいきます。 

手厳しい言葉を掛けられたとしても、立ち直りが早く、やわらかい心を 

持っている幼児期。 

これから年齢を重ねて経験であろう様々な出来事への『免疫』を幼児期の 

うちにつけられるように援助したいものです。 

 


